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（１）

11月の紙面

２面	 �令和７年度	
定時社員総会開催

３面	 �令和７～８年度	
本部役員紹介

４面	 �令和７年度全日本珠算選手
権大会各競技優勝選手の声

５面	 珠のたより

６面	 �にっぽん支部めぐり

　

全
珠
連
の
組
織
を
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
、
理
事

者
・
支
部
役
員
・
会
員
の

先
生
方
皆
で
、
共
通
の
目

的
を
持
ち
、
目
標
を
明
確

に
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
し
、

リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
、
行

動
す
る
こ
と
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
本
部
・

支
部
・
会
員
が
円
滑
に
相

互
の
理
解
を
深
め
、
信
頼

関
係
を
構
築
し
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
強
く
仲
間
と
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
本

部
・
支
部
の
目
標
達
成
や

諸
問
題
の
解
決
に
繋
が
る

と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
必
要
な
の
は

本
部
も
支
部
も
リ
ー
ダ
ー

で
す
。「
こ
の
リ
ー
ダ
ー

の
た
め
に
」「
こ
の
リ
ー

ダ
ー
の
た
め
な
ら
」
を
本

部
役
員
が
、
手
本
と
な
り

模
範
と
な
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。「
組
織
に
必

要
な
リ
ー
ダ
ー
と
は
」
と

Ａ
Ｉ
に
問
い
ま
し
た
。
組

織
を
目
標
達
成
に
導
き
、

メ
ン
バ
ー
を
鼓
舞
し
、

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
成
長

を
促
す
こ
と
が
で
き
る
人

物
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
ち
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
兼
ね

備
え
て
い
る
必
要
が
あ
る

と
の
答
え
で
し
た
。
大
役

を
仰
せ
つ
か
る
に
あ
た
り
、

Ａ
Ｉ
の
助
言
を
肝
に
銘
じ
、

話
し
合
い
、
耳
を
傾
け
、

認
め
合
い
、
思
い
や
り
を

持
っ
て
、
珠
算
界
の
振
興

と
発
展
、
未
来
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
、
職
を
全
う

す
る
覚
悟
で
い
ま
す
。

　

会
員
数
や
受
験
者
数
の

減
少
を
解
決
す
る
に
は
、

支
部
に
元
気
を
与
え
、
会

員
に
や
る
気
を
与
え
る
本

部
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
逃
げ
道
に
出
口
な
し
」

「
流
れ
る
水
は
腐
ら
な
い
」

の
精
神
で
、
常
に
挑
戦
し

行
動
を
起
こ
し
結
果
に
繋

げ
て
い
け
る
よ
う
精
一
杯

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
選
挙
で

４
回
目
の
当
選
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
連
盟
は
珠
算

教
育
の
普
及
向
上
並
び
に

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
団
体

で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
認
識
を
新
た
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
社
会
の
発
展
に
寄
与

す
る
た
め
の
基
本
的
な
姿

勢
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

私
は
民
主
的
で
あ
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

民
主
的
な
連
盟
運
営
と

は
会
員
（
主
権
）
が
自
由

に
運
営
に
参
加
す
る
機
会

を
持
ち
、
理
事
者
は
会
員

に
対
し
て
明
白
に
説
明
す

る
責
任
を
果
た
す
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
員
の
中
に

は
自
分
の
意
見
が
理
事
者

に
届
き
に
く
く
、
会
員
の

意
見
を
も
っ
と
反
映
し
て

欲
し
い
と
か
、
理
事
会
で

の
発
言
内
容
や
各
理
事
の

考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
も

説
明
が
必
要
で
は
な
い
か

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
ご

意
見
が
あ
る
こ
と
も
自
ら

の
体
験
か
ら
推
察
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
問
題
に
は
多
く
の
賛
否

が
あ
り
、
議
論
が
必
要
な

こ
と
も
否
め
ま
せ
ん
。
例

え
ば
会
議
で
の
発
言
内
容

を
公
開
す
る
こ
と
で
、
忌

得
す
る
と
い
う
、【
数
の

リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
む
】
そ

ろ
ば
ん
教
育
に
進
化
し
た

瞬
間
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
実
現
に

は
現
行
の
検
定
試
験
の
内

容
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、

熟
議
を
重
ね
、
従
来
の
計

算
力
を
育
む
方
向
に
加
え

て
、
特
に
上
級
検
定
に
お

い
て
は
計
数
感
覚
・
概
数

感
覚
を
も
育
む
内
容
へ
と

改
革
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

　

と
に
か
く 

動
か
な
け

れ
ば
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん

　

我
々
一
人
ひ
と
り
が

“
そ
ろ
ば
ん
教
育
”
を
未

来
に
繋
ぐ
と
い
う
大
き
な

使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

栄
し
て
こ
そ
、
未
来
を
担

う
次
の
世
代
が
生
ま
れ
て

き
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
進
化
す
る
Ａ

Ｉ
時
代
の
中
、
社
会
か
ら

そ
ろ
ば
ん
教
育
が
評
価
さ

れ
期
待
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
今
ま
で
の
単
な
る

計
算
力
の
習
得
と
そ
の
評

価
認
定
に
止
ま
ら
ず
、
そ

ろ
ば
ん
学
習
で
習
得
し
た

計
算
力
を
土
台
に
し
て
、

数
に
強
く
な
り
、
数
を
自

由
に
操
る
計
数
感
覚
を
習

の
、
そ
れ
は
社
会
か
ら
そ

の
存
在
価
値
を
評
価
さ
れ

る
そ
ろ
ば
ん
教
育
の
未
来

像
（
ビ
ジ
ョ
ン
）
の
創
造

と
共
有
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
未
来
像
を
会

員
皆
で
共
有
実
践
し
、
強

く
継
続
し
て
社
会
へ
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
会

員
教
室
の
繁
栄
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
最
重
要
課
題

だ
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

い
ま
指
導
の
現
場
に
立
っ

て
い
る
我
々
の
教
室
が
繁

　

現
在
の
連
盟
は
、
運
営

の
基
盤
で
あ
る
会
員
数
と

検
定
受
験
者
数
の
減
少
が

止
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

本
部
・
支
部
と
も
に
数
年

先
を
も
見
通
す
こ
と
の
で

き
な
い
ほ
ど
厳
し
い
状
況

下
に
お
か
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。
社
会

全
体
が
そ
の
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
を
急
激
に
増
し
て

い
る
中
で
、
そ
ろ
ば
ん
教

育
を
次
の
世
代
へ
と
繋
い

で
い
く
た
め
に
必
要
な
も

　

こ
の
度
の
役
員
選
挙
に

お
き
ま
し
て
、
理
事
長
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

全
珠
連 

今
の
ま
ま
で

い
い
ん
で
す
か
？

ご
指
導
と
ご
支
援
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
あ
げ
、
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

改
革
や
変
化
を
成
し
遂
げ

る
に
は
物
凄
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
が
、

当
連
盟
の
財
産
と
も
い
え

る
日
本
全
国
に
広
が
る
組

織
力
と
人
材
を
フ
ル
活
用

し
、
す
べ
て
の
会
員
が
心

を
一
つ
に
し
て
こ
の
難
局

に
立
ち
向
か
え
ば
、
一
筋

の
光
明
を
見
い
だ
せ
る
も

の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
理
事
者
一
同
、
初

心
を
忘
れ
ず
、
そ
ろ
ば
ん

に
励
む
子
供
た
ち
の
た
め

に
、
そ
し
て
連
盟
発
展
の

た
め
に
、
け
っ
し
て
焦
る

こ
と
な
く
一
歩
一
歩
、
力

を
合
わ
せ
て
邁
進
す
る
所

存
で
す
。
ど
う
か
全
国
の

会
員
の
皆
様
方
の
温
か
い

　

近
年
の
働

き
方
改
革
関

連
法
な
ど
の

施
行
も
あ
り
、

人
材
確
保
の

た
め
に
職
場

環
境
や
待
遇
を
改
善
し
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ

な
い
よ
う
に
取
り
組
む
企

業
が
増
え
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
残
業
さ
せ
な
い
、

叱
ら
な
い
な
ど
の
過
度
な

配
慮
が
災
い
し
て
「
環
境

が
よ
す
ぎ
て
自
己
成
長
が

見
込
め
な
い
」
と
い
う
理

由
で
「
ホ
ワ
イ
ト
離
職
」

な
る
若
手
社
員
の
早
期
退

職
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
現

象
が
起
き
て
い
る
。
白
も

黒
も
駄
目
な
ら
ど
う
す
れ

ば
よ
い
の
か
、
頭
を
抱
え

る
企
業
の
管
理
職
の
姿
が

目
に
浮
か
ぶ
。

　

ホ
ワ
イ
ト
離
職
は
若
手

の
わ
が
ま
ま
だ
と
考
え
て

は
い
け
な
い
。
終
身
雇
用

の
崩
壊
や
競
争
主
義
の
傾

向
が
強
ま
る
中
、
高
度
経

済
成
長
期
や
バ
ブ
ル
期
の

よ
う
に
同
じ
企
業
に
居
続

け
る
の
は
難
し
い
、
一
生

安
泰
で
は
な
い
と
肌
身
で

感
じ
る
若
手
は
多
い
だ
ろ

う
。
自
身
の
成
長
や
キ
ャ

リ
ア
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
考
え
る
の
は
至
極
当
然

で
あ
る
。
責
任
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
開
発
業
務
な

ど
を
若
手
に
任
せ
、
過
保

護
に
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に

寄
り
添
っ
て
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

人
材
確
保
に
つ
な
が
り
、

企
業
側
も
成
長
が
見
込
め

る
の
で
は
な
い
か
。

　

自
己
肯
定
感
を
得
ら
れ

る
と
い
う
の
は
、
そ
ろ
ば

ん
学
習
の
効
能
の
ひ
と
つ
、

得
意
技
だ
。
そ
ろ
ば
ん
は

点
数
や
○
×
の
数
で
小
さ

な
子
に
も
自
分
の
成
長
が

わ
か
り
や
す
い
。
指
導
者

は
集
団
で
の
ル
ー
ル
を
守

ら
せ
た
上
で
、
子
供
た
ち

に
寄
り
添
っ
て
見
守
り
、

適
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

こ
と
で
、
自
己
学
習
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
達
成
す
べ
き
目

標
や
課
題
は
無
限
に
あ
る
。

若
い
保
護
者
へ
の
そ
ろ
ば

ん
学
習
の
Ｐ
Ｒ
に
な
る
と

思
う
が
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
村
上　

知
子
）

理
事
長
・
副
理
事
長
就
任
挨
拶

　

令
和
７
～
８
年
度
役
員
選
挙
に
お
い
て
、
理
事
長
に
鈴
木
宗
一
氏
（
兵
庫
県
）、
ま
た
、

副
理
事
長
に
は
宮
城
忍
人
氏
（
沖
縄
県
）、
長
尾
計
昌
氏
（
三
重
県
）
が
就
任
し
た
。

副
理
事
長

宮
城 

忍
人

副
理
事
長

長
尾 

計
昌

理 

事 

長
鈴
木 

宗
一

憚
の
な
い
議
論
に
支
障
が

生
ず
る
可
能
性
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
要
求
は

現
在
の
社
会
で
は
必
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
も
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

私
は
「
会
員
の
意
思
を
い

か
に
運
営
に
反
映
さ
せ
る

か
」
を
こ
れ
ま
で
考
え
訴

え
て
き
た
「
公
平
（
ｆ
ｌ

ａ
ｔ
）」
で
「
明
白
（
ｏ

ｐ
ｅ
ｎ
）」
で
「
力
強
い

（
ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
ｆ
ｕ
ｌ
）」

を
、
会
員
の
皆
様
と
と
も

に
連
盟
の
中
で
推
進
し
て

い
く
た
め
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　令和７年度全日本通信
珠算競技大会が10月19日、
各地に設けられた約120
の会場で全国一斉に開催
された。
　大 会 に は 約6,000名 が
参加し、小学校４年生以
下・小学校・中学校・高
等学校・一般の５部門で、
全国上位入賞を目標に技
を競い合った。
　大会の成績は次号に掲
載の予定。

令和７年度全日本通信珠算競技大会開催

令和６年度大会の模様
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◎
令
和
6
年
度
事
業
報
告
・
計
算
書
類
及
び
そ
れ
ら

の
附
属
明
細
書
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
の
件

※
こ
の
議
案
に
つ
い
て
は
令
和
7
年
度
定
時
社
員
総

会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る

◎
顧
問
契
約
の
件
（
あ
し
だ
総
合
法
律
事
務
所
）

◎
令
和
７
年
度
定
期
表
彰
の
件

◎
珠
算
検
定
試
験
実
施
規
程
一
部
改
正
の
件

◎
珠
聖
認
定
試
験
（
暗
算
）
規
則
及
び
実
施
規
程
制

定
の
件

◎
支
部
（
会
員
）
か
ら
の
特
別
申
請
の
件

◎
新
入
会
員
承
認
の
件

〈
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
〉

令
和
7
年
8
月
9
日
開
催　

於
「
全
珠
連
本
部
事
務
局
」

第
53
回

　

令
和
７
年
度
定
時
社
員

総
会
が
９
月
７
日
、
京
都

市
「
株
式
会
社
京
都
Ｊ
Ａ

ビ
ル
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
工
藤
理
事
長
の
挨

拶
に
続
き
、
顧
問
を
代
表

し
て
宮
城
清
次
郎
顧
問
が

挨
拶
を
行
っ
た
。
表
彰
式

の
後
、
出
席
社
員
か
ら
栗

田
昭
男
氏
（
静
岡
県
）
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
を

進
行
し
た
。

　

第
１
号
議
案
「
令
和
６

年
度
貸
借
対
照
表
・
正
味

財
産
増
減
計
算
書
及
び
財

産
目
録
承
認
の
件
」

　

第
２
号
議
案
「
役
員
退

職
慰
労
金
支
給
の
件
」

　

第
３
号
議
案
「
名
誉
会

長
・
顧
問
・
参
与
の
推
戴

の
件
」

　

第
４
号
議
案
「
役
員
の

報
酬
等
及
び
費
用
に
関
す

る
規
程
の
件
」

　

以
上
の
４
つ
の
議
案
に

つ
い
て
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。
ま
た
第
１
号
議

案
に
関
連
し
て
、
令
和
６

年
度
事
業
報
告
が
行
わ
れ

た
。

新
役
員
が
選
出

　

第
５
号
議
案
「
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
承
認
の

件
」

　

議
長
は
議
案
上
程
の
前

に
現
役
員
が
退
任
す
る
旨

を
告
げ
、
代
表
し
て
工
藤

理
事
長
が
退
任
の
挨
拶
を

行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
選
挙
管
理
委

員
９
名
に
つ
い
て
諮
り
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
、
選
挙
管
理
委
員
長

は
委
員
の
互
選
に
よ
り
村

松
利
浩
氏
（
愛
知
県
）
が

選
任
さ
れ
た
。

　

第
６
号
議
案
「
理
事
・

監
事
の
選
任
の
件
」

　

全
国
区
理
事
・
監
事
は

定
数
を
超
え
た
こ
と
で
、

代
議
員
に
よ
る
投
票
が
行

わ
れ
た
。
地
方
区
理
事
に

つ
い
て
は
、
定
数
内
立
候

補
者
の
た
め
無
投
票
当
選

と
な
っ
た
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
に
よ

る
開
票
・
集
計
の
後
、
選

挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選

者
が
告
知
さ
れ
た
。

　

議
長
は
理
事
当
選
者
15

名
、
監
事
当
選
者
１
名
と

第
52
回
理
事
会
に
お
い
て

決
議
さ
れ
た
会
員
外
理
事

候
補
者
４
名
、
会
員
外
監

事
候
補
者
１
名
、
合
計
21

名
の
新
役
員
の
選
任
に
つ

い
て
諮
り
、
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

　

選
任
さ
れ
た
新
役
員
は

表
記
の
と
お
り
。

　

議
長
に
よ
る
閉
会
の
こ

と
ば
に
よ
り
総
会
の
終
了

と
な
っ
た
。

開

案

催

内

第
10
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会

日
　
　
時
：
令
和
7
年
12
月
14
日（
日
）

　
　
　

 　
10
時
～
12
時
30
分
（
予
定
）

講
　
　
座
： 

　

第
１
講
座　
「
初
歩
か
ら
楽
し
く
両
手
そ
ろ
ば
ん
」

　
　
　
　
　
　
　

～
保
護
者
の
心
を
掴
む
教
室
運
営
～

　
　
　
　
　
　
　

三
重
県
支
部　
　
　

大
屋　

雅
世
先
生

　

第
２
講
座　
「
な
け
れ
ば
作
る
！

　
　
　
　
　
　
　

�

補
助
・
導
入
プ
リ
ン
ト
大
公
開
」

　
　
　
　
　
　
　

～
作
問
の
ヒ
ン
ト
～

　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
支
部　
　

大
関　

一
誠
先
生

受
講
料
：
お
一
人 

5
，0
0
0
円

　
　
　
　
　

※
た
だ
し
、
全
珠
連
会
員
は 

2
，0
0
0
円

受
講
単
位
：�

２
講
座
２
単
位

（
１
講
座
の
み
の
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
）

申
込
期
間
：�

11
月
7
日（
金
）10
時
～
14
日（
金
）15
時

　
　
　
　
　
︿
締
切
厳
守
﹀

申
込
方
法
：�

連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
着
情
報
「
講
習
会
」 

の

申
込
フ
ォ
ー
ム
よ
り
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

送
金
期
日
：
11
月
20
日（
木
）︿
期
日
厳
守
﹀

　
　
　
　
　

入
金
確
認
後
、
申
込
確
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
：�

申
込
（
代
表
）
者
は
一
人
一
回
線
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
　
　
　
　

�

た
だ
し
、
一
回
線
で
複
数
名
（
支
部
・
地
区
・

家
族
単
位
）
の
受
講
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　

�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
審
議
さ
れ
た
主
な
議
案
〉

令
和
7
年
9
月
7
～
8
日
開
催　

於
「
株
式
会
社
京
都

Ｊ
Ａ
ビ
ル
」
7
日
・「
全
珠
連
本
部
事
務
局
」
8
日

第
54
回

◎
代
表
理
事
（
理
事
長
）
の
選
定
の
件

◎
副
理
事
長
の
選
定
の
件

◎
委
員
長
及
び
研
究
所
長
の
選
定
の
件

◎
執
行
委
員
会
副
委
員
長
・
委
員
の
選
任
の
件

◎
関
係
機
関
委
員
長
・
会
長
等
の
選
任
の
件

第 72 回 全 国 珠 算 研 究 集 会

内　容　　第１講座　演　題：すべては子どもたちの幸せのために
　　　　　　　　　　講　師：比田井　和孝氏（上田情報ビジネス専門学校　副校長）
　　　　　第２講座　テーマ：そろばん再発見！拓かれる未来 〜子どもから高齢者まで〜
　　　　　　　　　　　　　　「高齢者の脳と心を元気にする そろばん式脳トレーニング」
　　　　　　　　　　講　師：加藤　大悟氏（道央）
　　　　　第３講座　テーマ：そろばん×製造業　～良い結果は良い「やり方」から生まれる～
　　　　　　　　　　講　師：堀田　紳也氏（愛知県）
参 加 料　8,000 円（テキスト代を含む）　ただし、全珠連会員は 5,000 円
申込期日　令和７年 12 月 19 日（金）支部必着

日時：令和８年３月 29 日（日）10：00 ～ 16：30　会場：京都リサーチパーク
開催
案内

令和７～８年度新役員が選出される

全国から60名の代議員が出席・京都ＪＡビル

本
部
事
業
予
定

11
月
2
日　

第
31
回
学
術
顧
問
会
議　

京　
　

都

11
月
9
日　

珠
算
連
合
代
表
者
会
議　

東　
　

京

11
月
30
日　

第
430
回
珠
算
・
暗
算
検
定
試
験

全
国
一
斉

12
月
7
日　

理
事
会　
　
　
　
　
　
　

京　
　

都

12
月
14
日　

第
10
回
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会オ

ン
ラ
イ
ン

12
月
21
日　

珠
算
（
４
～
準
６
級
）・
暗
算

（
1
～
3
級
）検
定
試
験　

全
国
一
斉

　

現
在
、
本
部
・
支
部
が
抱
え
る
悩
み
に
、

会
員
数
と
受
験
者
数
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
会
員
が
減
少
す
る
中
、
受
験
者
を

確
保
ま
た
増
加
さ
せ
る
に
は
、
現
在
の
会

員
一
人
ひ
と
り
が
、
珠
算
・
暗
算
の
下

級
・
初
級
検
定
試
験
を
取
り
入
れ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。

　

本
部
や
支
部
の
収
入
は
８
割
が
受
験
料

収
入
で
事
業
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

収
入
が
あ
れ
ば
、
広
報
活
動
も
活
発
に
で

き
新
入
生
獲
得
に
繋
が
り
、
研
修
事
業
・

競
技
事
業
も
年
間
通
し
て
多
く
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
指
導
者
の
資
質
向
上
や
学

習
者
の
技

術
向
上
と

な
り
ま
す
。

　

下
級
・

初
級
検
定

試
験
は
収

入
だ
け
で
は
な
く
、
学
習
者
に
も
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
初
級
検
定
試
験

は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
、
目
標
が
明

確
な
た
め
充
実
し
た
練
習
が
行
え
ま
す
。

長
期
間
の
教
材
の
み
の
練
習
で
は
、
マ
ン

ネ
リ
化
し
飽
き
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

初
級
検
定
を
行
う
こ
と
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
が
実
感
で
き
て
、
練
習
と
の
メ
リ
ハ
リ

が
つ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
検
定
試
験
は
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
、
自
分
の
力
を
発
揮
す
る
力
試
し
の

場
で
あ
る
た
め
、
普
段
と
は
違
う
緊
張
感

と
、
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
を
体
験
で
き

る
よ
さ
が
あ
り
、
子
供
を
通
わ
せ
た
ば
か

り
の
保
護
者
に
も
関
心
度
は
高
く
、
合
格

す
る
喜
び
は
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
家

族
に
も
大

き
な
も
の

と
な
り
ま

す
。
検
定

試
験
で
は
、

合
格
の
証

と
し
て
合
格
証
書
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
み

ん
な
の
拍
手
の
中
で
授
与
さ
れ
る
証
書
は

次
へ
の
や
る
気
に
繋
が
り
、
進
級
へ
の
挑

戦
の
意
欲
と
、
合
格
の
た
め
に
壁
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
力
が
身
に
つ
き
ま
す
。

　

初
級
検
定
試
験
に
は
学
習
者
に
と
っ
て

よ
い
効
果
が
あ
り
、
延
長
線
上
に
は
、
本

部
や
支
部
の
財
源
と
な
り
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
の
会
員
が
生
徒
の
た
め
に
、
下
級
・

初
級
検
定
試
験
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
充
実
し
た
事
業
が
行
え
、
会
員
や
社

会
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
、
珠
算
の
振

興
や
珠
算
界
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
こ
そ
会
員
が
一
致
団

結
し
て
下
級
・
初
級
検
定
試
験
を
取
り
入

れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
宮
城
忍
人
執
筆
委
員
）

選任された新役員 （順不同・敬称略）

《理　事》
斉藤　　徹（道　央）・丹野　知行（宮城県）・鈴木　宗一（兵庫県）
池田　美鈴（兵庫県）・長尾　計昌（三重県）・澤田　悦子（大阪府）
山戸　克弘（広島県）・岡田富士登（広島県）・宮城　忍人（沖縄県）
今　　容子（道　央）・樋口　　賢（東京都）・髙梨　和司（静岡県）
櫻井　行雄（大阪府）・前場　克啓（山口県）・新垣　光彦（沖縄県）
上垣　　渉（三重大学名誉教授）・木田　　稔（公認会計士）
中野　靖彦（愛知教育大学名誉教授）・伊藤　知之（弁護士）

《監　事》
森　　廣次（滋賀県）・神本　満男（公認会計士）

令和７年度
定時社員総会開催初

級
検
定
試
験
が
全
珠
連
を
救
う
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全
国
的
に
猛
暑
日
が
続

い
た
今
夏
、「
第
５
回
そ

ろ
ば
ん
サ
マ
ー
ミ
ス
テ

リ
ー
」
が
７
月
27
日
に
日

本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
で
開

副
理
事
長

研
修
学
教
委
員
長

長な
が

尾お

　
計か

ず

昌ま
さ

　

こ
の
度
、
副
理
事
長
と
と
も
に
研
修
学
教
委
員
長
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
連
盟
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
全
国
珠
算
研
究
集

会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
会
な
ど
会
員
皆
様
の
研
鑽
の
一
助
と
な

る
よ
う
に
内
容
を
充
実
さ
せ
、
研
究
誌
「
珠
算
春
秋
」
の
編
集

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

現
在
、
連
盟
は
全
国
珠
算
研
究
集
会
を
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
を
隔
年
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
先
生
方
か
ら
は
、

一
年
に
一
度
ぐ
ら
い
は
仲
間
と
顔
を
合
わ
せ
て
研
修
を
受
け
た

い
と
い
う
ご
意
見
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
開
催
地
に
つ
い
て
も

柔
軟
に
検
討
し
、「
元
気
・
活
力
」
を
分
か
ち
合
え
る
研
修
事

業
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
開
催
を
希
望
さ
れ
る
支
部
か

ら
の
積
極
的
な
お
申
し
出
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

理　
　

事

珠
算
教
育
研
究
所
長

澤さ
わ

田だ

　
悦え

つ

子こ

　

こ
の
度
の
役
員
選
挙
に
お
い
て
10
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
引
き
続
き
珠
算
教
育
研
究
所
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。

　

最
近
、「
そ
ろ
ば
ん
ブ
ー
ム
再
来
か
」
と
そ
ろ
ば
ん
の
記
事
・

映
像
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
、“
そ
ろ

ば
ん
”
へ
の
関
心
度
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館
」
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

２
年
が
経
過
、
資
料
館
へ
の
来
館
者
も
増
え
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
歴
史
的
伝
統
的
価
値
を
多
く
の
方
々
に
発

信
し
、
開
催
す
る
行
事
等
を
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
研
究
員
・
学
芸
員
と
と
も
に
、
研
究
所
事
業
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　
　

事

検
定
競
技
委
員
長

丹た
ん

野の

　
知と

も

行ゆ
き

　

こ
の
度
令
和
７
年
度
の
役
員
選
挙
に
お
い
て
当
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
検
定
競
技
委
員
長
と
し
て
の
役

目
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
今
、
検
定
競
技
委
員
長
と
い
う

立
場
で
、
全
珠
連
会
員
の
先
生
方
に
貢
献
で
き
る
機
会
を
い

た
だ
い
た
と
い
う
高
揚
感
で
い
っ
ぱ
い
な
の
と
同
時
に
、
先
生

方
の
検
定
競
技
委
員
会
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
か
ら
検
定
競
技
委
員
会
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
の
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。『
継
承
と
前
進
』
を
テ
ー
マ

の
一
つ
と
し
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
全
珠
連
発
展
の
た
め
尽
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　
　

事

総
務
委
員
長

岡お
か

田だ

富ふ

士じ

登と

　

令
和
７
年
度
役
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
全
国
区
よ
り
初

当
選
の
栄
を
賜
り
、
こ
の
た
び
総
務
委
員
長
と
い
う
大
役
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援

の
賜
物
と
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
は
、
組
織
や
企
画
運
営
を
担
う
、
全
珠
連
の

根
幹
と
も
い
え
る
重
要
な
部
門
で
す
。
そ
の
重
責
を
思
う
と
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の

全
珠
連
は
財
政
的
に
も
運
営
的
に
も
大
き
な
危
機
に
直
面
し

て
い
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
抜
本
的
な
改
革
を
進

め
、
組
織
の
立
て
直
し
と
持
続
的
な
発
展
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
珠

算
教
育
の
普
及
と
向
上
、
そ
し
て
全
珠
連
の
未
来
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
と
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご

指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　
　

事

広
報
委
員
長

斉さ
い

藤と
う

　
　
徹と

お
る

　

こ
の
た
び
広
報
委
員
長
を
拝
命
し
、
珠
算
教
育
の
魅
力
と

可
能
性
を
広
く
発
信
す
る
責
任
を
深
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

情
報
が
瞬
時
に
届
く
時
代
に
お
い
て
、
私
た
ち
広
報
委
員
会

も
ス
ピ
ー
ド
感
と
柔
軟
性
を
持
ち
、
伝
統
と
革
新
の
両
輪
で

進
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
全
国
の
支
部
と
連
携
し

な
が
ら
、
珠
算
の
価
値
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
広
報
活
動
を
展

開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
珠
算
は
“
静
か
な
知
”
を
育
む
教
育

で
す
。
そ
の
魅
力
を
、
現
代
の
ス
ピ
ー
ド
に
乗
せ
て
、
確
か

な
言
葉
で
届
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
経
験
豊
富
な
委

員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
職
務
に
あ
た
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

監　
　

事

森も
り

　
　
廣ひ

ろ

次じ

　

こ
の
度
の
役
員
選
挙
に
お
い
て
監
事
に
再
選
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
代
議
員
の
皆
様
の
熱
い
強
い
思
い
を
示
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

先
日
の
テ
レ
ビ
放
映
に
よ
る
と
、
小
学
生
の
習
い
事
は
そ

ろ
ば
ん
が
６
位
で
、
サ
ッ
カ
ー
や
野
球
よ
り
上
位
で
し
た
。

中
学
受
験
の
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
指
先
や
頭
を
使
う
ア
ナ
ロ
グ

の
そ
ろ
ば
ん
が
も
た
ら
す
学
習
効
果
に
、
改
め
て
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
こ
そ

Ｐ
Ｒ
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

監
事
と
し
て
、
理
事
会
そ
の
他
重
要
な
会
議
に
出
席
し
て

必
要
な
事
項
が
あ
れ
ば
本
部
事
務
局
に
出
向
き
詳
細
な
説
明

を
求
め
、
精
度
の
高
い
監
査
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
監
事

と
し
て
の
職
責
を
全
う
し
、
全
国
珠
算
教
育
連
盟
が
益
々
発

展
す
る
よ
う
尽
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
し
ま
す
。

全 珠 連 本 部 役 員 紹 介
令和 7 〜 8 年度

※外部理事・監事は顔写真のみ　※正副理事長は 1面に掲載 ＜敬称略＞

理　

事池い
け

田だ

　
美み

鈴す
ず

　

連
盟
の
歴
史
を
築
き
上
げ

た
先
人
の
先
生
方
に
尊
敬

と
感
謝
の
気
持
ち
を
強
く
持

ち
、
皆
様
と
と
も
に
全
珠
連

発
展
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理　

事櫻さ
く
ら

井い

　
行ゆ

き

雄お

　

２
期
目
の
理
事
、
そ
し
て
総

務
委
員
会
委
員
と
し
て
指
名

い
た
だ
き
お
受
け
い
た
し
ま

し
た
。
会
員
の
声
を
反
映
で
き

る
よ
う
理
事
会
等
に
提
案
し
、

推
進
で
き
る
よ
う
が
ん
ば
り

ま
す
の
で
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理　

事

理　

事

理　

事

今こ
ん

　
　
容よ

う

子こ

樋ひ

口ぐ
ち

　
　
賢ま

さ
る

新あ
ら

垣か
き

　
光み

つ

彦ひ
こ

　

２
期
目
の
理
事
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

期
は
新
し
い
仕
事
に
関
わ
り

ま
す
が
、
全
て
に
お
い
て
コ

ツ
コ
ツ
と
誠
実
に
取
り
組
み

た
い
と
気
持
ち
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　

厳
し
い
現
状
に
も
負
け

ず
、
希
望
を
胸
に
課
題
解
決

に
努
め
、
と
も
に
よ
き
未
来

を
切
り
拓
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。「
明
け
な
い
夜

は
な
い
」
い
つ
か
光
が
見
え

て
く
る
と
信
じ
て
…

　

会
員
教
場
の
さ
ら
な
る
発

展
、
連
盟
の
活
性
化
、
そ
し

て
珠
算
界
全
体
の
持
続
的
な

好
循
環
を
実
現
す
べ
く
、
役

員
・
会
員
と
心
を
ひ
と
つ
に

し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

理　

事前ま
え

場ば

　
克よ

し

啓ひ
ろ

　

初
め
て
理
事
に
就
任
い
た

し
身
に
余
る
光
栄
で
、
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
運
営
委

員
会
の
総
務
委
員
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
微
力
で
す
が
全

力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 髙た

か

梨な
し

　
和か

ず

司し

　

連
盟
が
会
員
の
た
め
の
楽

し
い
組
織
と
な
る
よ
う
、
皆

様
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

『
和
』
を
尊
び
な
が
ら
、
誠

実
に
そ
し
て
責
任
を
持
っ
て

施
策
を
提
案
し
て
ま
い
り
ま

す
。

理　

事

山や
ま

戸と

　
克か

つ

弘ひ
ろ

　

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、

全
珠
連
の
事
業
を
よ
り
円
滑

に
魅
力
的
な
も
の
に
す
る
た

め
、
そ
ろ
ば
ん
を
多
く
の
子

供
た
ち
に
継
承
し
、
低
学
年

化
し
て
い
る
今
こ
そ
初
級
検

定
の
推
進
に
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

理　

事

催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト

は
、
資
料
館
の
展
示
物

（
そ
ろ
ば
ん
、
書
籍
な
ど
）

の
見
学
や
ク
イ
ズ
形
式
に

よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
、
児
童
た
ち
に
夏

休
み
の
自
由
研
究
に
役
立

て
て
も
ら
い
た
い
と
の
趣

旨
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
、

今
回
は
定
員
を
上
回
る
申

し
込
み
に
、
参
加
枠
を
午

前
・
午
後
と
も
７
組
に
増

や
し
た
。
そ
ろ
ば
ん
歴
史

ク
イ
ズ
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、

館
内
見
学
を
兼
ね
た
自
由

研
究
、
そ
ろ
ば
ん
ス
ト

ラ
ッ
プ
作
り
な
ど
を
行
い
、

ま
た
、
開
始
ま
で
の
自
由

見
学
の
時
間
に
は
学
芸
員

が
作
成
し
た
そ
ろ
ば
ん
ソ

ン
グ
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
と
し
て
流

し
、
見
学
時
に
児
童
が
感

じ
た
疑
問
や
質
問
を
そ
の

場
で
解
説
す
る
な
ど
新
た

な
試
み
を
取
り
入
れ
た
。

従
来
よ
り
も
参
加
人
数
を

増
や
し
た
こ

と
に
よ
る
タ

イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の

遅
れ
な
ど
を

懸
念
し
て
い

た
が
、
全
体

を
通
し
て
ス

ム
ー
ズ
な
進

行
が
で
き
た
。

　

参
加
者
た

ち
は
、
谷
賢

治
名
誉
学
芸

そ
ろ
ば
ん

サ
マ
ー
ミ
ス
テ
リ
ー

第5回

員
・
太
田
敏
幸
学
芸
員
に

よ
る
丁
寧
で
熱
の
こ
も
っ

た
解
説
に
真
剣
に
耳
を
傾

け
、
児
童
か
ら
は
展
示
さ

れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
そ

ろ
ば
ん
の
特
徴
・
用
途
に

つ
い
て
質
問
が
飛
び
交
い
、

そ
ろ
ば
ん
に
対
す
る
熱
意

や
関
心
を
肌
で
感
じ
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、『
自
由
研
究
と
し

て
取
り
組
ん
で
み
た
い
』

『
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
が
楽

し
か
っ
た
』『
色
々
な
そ

ろ
ば
ん
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
』
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
好
意
的
な
感

想
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら

は
『
親
子
で
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
に
参
加
で
き
て
よ

か
っ
た
』『
そ
ろ
ば
ん
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
少
な

い
の
で
、
と
て
も
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
』
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

親
子
で
一
緒
に
取
り
組
む

よ
い
機
会
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
た
。

監　

事

理　

事

理　

事

理　

事神か
み

本も
と

　
満み

つ

男お

中な
か

野の

　
靖や

す

彦ひ
こ

伊い

藤と
う

　
知と

も

之ゆ
き

木き

田だ

　
　
稔み

の
る

理　

事上う
え

垣が
き

　
　
渉わ

た
る

夏休みの自由研究に
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そろばん日本一
埼玉県 弥谷　拓哉 選手（24歳）

フラッシュ暗算競技 優勝
埼玉県 辻窪　凛音 選手（20歳）

読上算競技 優勝
道南 浅野　貴広 選手（29歳）

小学生そろばん日本一
東京都 黒岩　乃瑛 選手（10歳）

読上暗算競技 優勝
道央 久保  　新 選手（24歳）

都道府県対抗競技 優勝　東京都チーム

日頃からサポートいただいている皆様に、優勝という結果で感
謝をお伝えできたのかなと感じています。表彰の舞台に立つ憧れ
の選手に、羨望と嫉妬を繰り返していました。今年は絶対にと臨
んだ大会でしたので喜びもひとしおです。

本番に臨んだときの気持ち
自分の感覚を信じ、マイナスの考えを持
たないことを意識していました。決勝戦で
の作戦は…内緒です。（笑）
あなたにとっての“そろばん”
20年の選手人生に加え、先生としての人
生も歩み始めました。そろばんが、より一
層「人生そのもの」になりつつあります。
今後の目標
日本一の回数を重ねることを目標に、挑
戦し続けたいと思います。

全体的にレベルが上がってきていると思うので、合わせ続ける
ことができてよかったです。たくさんの方々から「おめでとう」
と言っていただけてとても感謝しています。

練習で特に意識したこと
普段から自己ベストを更新するのは勿論
ですが、少し遅めのタイムから徐々にタイ
ムをあげて合わせ続ける練習をしています。
今後の目標
今回は個人総合競技でも日本一を狙って
いましたが、惜しくも取ることができませ
んでした。来年はフラッシュ暗算で２連覇
と個人総合競技でも日本一を目指して努力
していきます。

最初の総合競技で大失敗してしまい、フラッシュ、読上暗算も
自分の思い通りの結果は残せなかったため、最後の最後で挽回す
ることができて本当にうれしかったです！

本番に臨んだときの気持ち
とにかく全種目通して、気負い過ぎない、
気楽にやることを意識しました。
普段の練習と、心掛けていること
大会１か月前から１日２、３時間程度。
本番でできないことは練習でもやらないこ
と。
今後の目標
読上算競技２連覇、総合競技満点、全種
目入賞。

小学生日本一は無理だなと思っていたら、1,480点以上の小学生
は私1人だけだと発表されて、とてもびっくりしました。びっく
りしすぎて、日本一だという実感がなかなかわきませんでした。

本番に臨んだときの気持ち
作戦は特にありませんでした。いつもの
ように、落ち着いて一生けん命やりました。
普段の練習時間と心がけていること
忙しい時は1時間くらいしかできません
が、大会前はそろばんを最優先して、たく
さんやります。
今後の目標
満点をとって、いつか全体での日本一に
なりたいです。

２年ぶりの復帰で、再びこの舞台で力を出し切れたことが何よ
りうれしいです。優勝という結果はもちろんですが、自分自身の
成長と挑戦の積み重ねを実感できた瞬間でもありました。

暗算上達の秘訣
まず自分が確実に処理できる桁数から始
め、少しずつ大きい桁にも挑戦しながら正
確性を意識して練習します。日々自分の限
界に挑むことで、少しずつ確実に力が伸び
ていきます。
今後の目標
本番で自分の力を出し切れるように、仕
事と両立しながら挑戦を続けていきたいで
す。

三浦　季紗　選手（12歳）
優勝までいけたのが夢のようだったので、う
れしくて心臓が爆発しそうでした。３人で力を
合わせて優勝できたので、葛岡さんと宮本さん
には感謝してもしきれないです。
葛岡　知桜　選手（14歳）
東京都の優勝は44年ぶりとのことで、歴史的
な瞬間に関われたことをうれしく思います。これまで先輩方が繋げてくださったバト
ンを、次の世代へ継承しながら私自身も成長していきたいです。
宮本　理香子　選手（27歳）
優勝は決して３人だけの力ではなく、先生方や選手、応援してくださった皆様全員
で掴めたものだと思っています。後輩が場数を踏み、さらに輝き続けられるよう的確
なアドバイスを届けて、背中を押せる存在になりたいです。
３人の作戦（宮本　理香子 選手 談）
互いにポジティブな声掛けを続けました。17年間積み重ねてきた経験や知識をもとに、
競技開始前に作戦を共有しました。自分の出せるスピードを保ちながらも、答えを合
わせることを重視するよう伝えました。

そろばんを学ぶ仲間たちへ

　どんな人でも１歩ずつ階段を上っていきます。
その先にあるのが日本一です。ぜひ皆さんには、
壁を越えた先のあまりにも美しい景色を経験して
欲しいなぁと心から願っています。

埼玉県　弥谷　拓哉 選手
　　 そろばん日本一

　諦めずに続けているからこそ味わえる、特別な
うれしさが必ずあります。この素晴らしいそろば
んの世界に、少しでも長く関わり続けてくれたら
うれしいです。

東京都チーム（宮本　理香子 選手）
　都道府県対抗競技 優勝

　練習を続けていると、ときには壁にぶつかるこ
ともありますが、そこで諦めずに取り組めば越え
られる日が来ます。自分を信じてがんばってくだ
さい。

道央　久保  　新 選手
　　　読上暗算競技 優勝

　総合競技のみではなく、全種目を全力で練習し
てください。自分に向いている得意な種目を見つ
けられたら、一気にそろばんが楽しくなるかもし
れませんよ！

道南　浅野　貴広 選手
　　　読上算競技 優勝

　できなかったことができるようになることは、
とても楽しいです。あきらめないで練習を続けて
いればできるようになるのでがんばりましょう。

東京都　黒岩　乃瑛 選手
　　　小学生そろばん日本一

　「楽しむこと」が上達への一番の近道だと思いま
す。憧れやライバルの存在を見つけ、自分なりの
目標を持ってそこに向かってがんばってくださ
い！

　　 埼玉県　辻窪　凛音 選手
フラッシュ暗算競技 優勝

応援メッセー
ジ !

左から葛岡・三浦・宮本選手

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

全
日
本
珠
算
選
手
権
大
会

--

各
競
技
優
勝
選
手
の
声

各
競
技
優
勝
選
手
の
声--

令和7年度



第 674 号（第三種郵便物認可）全 国 珠 算 新 聞令和 7 年 11 月 １ 日（土曜日）（５）

　

８
月
24
日
、
新
潟
市
中

央
区
「
ガ
レ
ッ
ソ
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
支
部
会

員
26
名
の
参
加
で
指
導
者

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
講
師
に
本
部
理
事
・

珠
算
教
育
研
究
所
所
長
の

澤
田
悦
子
先
生
を
お
迎
え

し
、
先
生
の
そ
ろ
ば
ん
人

生
と
と
も
に
魅
力
あ
る
そ

ろ
ば
ん
教
室
に
つ
い
て
ご

教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

辣
腕
を
振
る
わ
れ
、
常
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
姿

は
「
Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
情

熱
」
と
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
誇

り
」
の
２
つ
の
「
Ｐ
」
そ

の
も
の
で
、
パ
ワ
フ
ル
で

あ
り
な
が
ら
や
わ
ら
か
な

語
り
口
は
、
聞
く
も
の
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

私
は
人
口
千
人
弱
の
村

に
住
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

そ
ろ
ば
ん
を
教
え
て
い
る
。

間
も
な
く
小
中
学
生
の
生

徒
が
い
な
く
な
る
が
、
昨

年
９
月
に
65
歳
の
男
性
が

「
経
験
は
な
い
が
、
そ
ろ

ば
ん
に
興
味
が
あ
る
の
で

教
え
て
ほ
し
い
」
と
入
会

し
て
く
れ
た
。
子
供
で
あ

れ
ば
運
珠
・
運
指
を
き
ち

ん
と
指
導
す
る
が
大
人
の

場
合
は
一
応
の
決
ま
り
を

　

８
月
31
日
、「
ポ
リ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
高
知
」
に
お

い
て
、
高
知
県
警
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
課

の
野
口
基
行
警
部

補
を
講
師
に
迎
え

指
導
者
講
習
会
を

行
い
、
28
名
が
受

講
し
た
。

　

現
代
社
会
で
欠

か
せ
な
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、

ラ
ン
サ
ム
ウ
ェ
ア

や
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

詐
欺
、
S
N
S
で

の
炎
上
・
情
報
流

出
・
闇
バ
イ
ト
の

勧
誘
、
フ
リ
ー

W
i-

F
i
利
用
に
よ
る

情
報
漏
え
い
な
ど
、
多
く

の
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
を
防
ぐ
に
は
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
更

新
、
複
雑
な
パ
ス
ワ
ー
ド

の
設
定
や
二
段
階
認
証
、

公
式
サ
イ
ト
の
確
認
、
不

審
リ
ン
ク
を
踏
ま
な
い
な

ど
基
本
的
な
対
策
が
重
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
ネ
ッ
ト
上
で
の

発
言
や
画
像
の
投
稿
が
他

人
の
名
誉
を
傷
つ
け
る

“
人
権
侵
害
”
に
な
り
得

る
こ
と
も
学
ん
だ
。
安
全

な
利
用
の
た
め
に
は
「
危

険
を
知
り
、
日
常
的
に
対

策
を
実
践
す
る
こ
と
」
が

不
可
欠
で
あ
る
。

　

正
し
い
知
識
を
持
ち
、

自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
の

人
に
も
安
全
で
人
権
を
尊

重
し
た
使
い
方
を
広
め
、

誰
も
が
安
心
で
き
る
ネ
ッ

ト
環
境
を
築
く
こ
と
が
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
責
任

だ
と
感
じ
た
。

教
え
る
く
ら
い
で
、
こ
だ

わ
り
す
ぎ
な
く
て
も
よ
い
。

疑
問
に
思
え
ば
質
問
し
て

く
れ
る
の
で
理
由
を
説
明

す
る
。
結
局
、
基
本
通
り

の
方
法
が
一
番
よ
い
と
わ

か
っ
て
く
れ
る
が
、
こ
う

い
う
こ
と
も
大
人
に
教
え

る
面
白
さ
で
あ
る
。

　

間
も
な
く
約
１
年
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

珠
算
４
級
合
格
の
力
が
つ

い
た
。
し
か
し
、
肝
心
の

「
珠
算
式
暗
算
力
」
を
つ

け
る
の
は
難
し
い
。
か
け

算
・
わ
り
算
は
２
級
合
格

の
力
が
つ
い
た
が
、
見
取

暗
算
は
そ
ろ
ば
ん
の
珠
が

な
か
な
か
思
い
浮
か
ば
な

い
と
い
う
こ
と
で
苦
労
し

て
い
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗

算
は
２
桁
５
口
に
取
り
組

み
、
ス
ピ
ー
ド
を
変
え
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
な
が
ら
諦
め

な
い
よ
う
励
ま
し
て
い
る
。

珠
の
た
よ
り

“
地
域
発
”
そ
ろ
ば
ん
ニ
ュ
ー
ス

高

知

高

知

新

潟

新

潟

全 珠 連 検 定 試 験
十 段 位 合 格 者

第428回
（令和7年7月20日実施）敬称略

〈 珠　算　9名 〉

〈 暗　算　19名 〉

中3
（15）

東
京
都

松ま
つ

澤ざ
わ　

ゆ
り

高2
（17）

愛
媛
県

越お

智ち　

咲さ

蘭ら
ん

小6
（12）

石
川
県

中な
か

村む
ら　

奏か
な

斗と

中１
（12）

広
島
県

村む
ら

上か
み　

貴き

一い
ち

中2
（14）

宮
城
県

宇う

野の　
　

成た
い
ら

中２
（13）

道
央安あ

ん

藤ど
う　

充み
つ

利と
し

小4
（10）

福
岡
県

竹た
け

澤ざ
わ　

慶け
い

真ま

愛
知
県

久く

野の　

快か
い

斗と

（18）

東
京
都

柴し
ば

山や
ま　

灯あ
か

里り

中2
（13）

東
京
都

駒こ
ま

崎ざ
き　

智と
も

紀き

院１
（22）

全珠連ホームページで
合格者の声を掲載中
そろばんのチカラ

中3
（14）

大
阪
府

田た

中な
か　

良り
ょ
う

茉ま 小5
（10）

静
岡
県

久く

保ぼ

田た

晴は
る

翔と

中１
（12）

香
川
県

林は
や
し　

　

果か
ん

永な

小4
（10）

東
京
都

村む
ら
ば
や
し林　

美み

羽う

高2
（17）

山
口
県

吉よ
し

永な
が　

羽は

那な

中１
（12）

東
京
都

趙ち
ょ
う　
　

怡い

晶し
ょ
う

小4
（9）

東
京
都

生な
ま

天た

目め

澪み
お

乃の 高2
（16）

東
京
都

佐さ

野の　

創そ
う

梧ご

大4
（22）

広
島
県

藤ふ
じ

本も
と

果か

奈な

美み

中２
（13）

宮
崎
県

今い
ま

村む
ら　

喜は
る

人と

小4
（9）

兵
庫
県

部べ

奈な　

純す
み

華れ 中２
（13）

愛
知
県

加か

藤と
う　
　

環た
ま
き

中1
（12）

愛
知
県

山や
ま

田だ　

煌こ
う

明め
い

小3
（9）

道
央大お

お
ば
や
し林　

侑ゆ
う

史し 小6
（12）

道
央東し

ょ
う
じ

海
林
大は

る

翔と 中3
（14）

道
央長は

谷せ

川が
わ

穂ほ

空た
か

中3
（14）

大
分
県

三み

股ま
た　

瑠る

奈な

珠
算
指
導
者
講
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

〈演題〉

　
「
人
罪
」

「
人
在
」「
人

材
」
で
は
な

く
「
人
財
」

と
思
わ
れ
る

指
導
者
で
あ

る
こ
と
。
そ

の
た
め
、
指

導
者
と
し
て

「
挨
拶
」「
掃

除
」「
素
直
」

と
い
う
３
つ

の
「
当
た
り

前
」
を
常
に

心
が
け
る
こ
と
。
そ
し
て

「
あ
り
が
と
う
」「
感
謝
し

ま
す
」
の
言
葉
を
声
に
出

し
て
伝
え
る
こ
と
。
指
導

者
と
し
て
心
が
け
る
べ
き

　

小
中
学
生
の
指
導
は

「
上
手
に
し
た
い
」
と
い

う
こ
と
が
一
番
の
目
標
で

あ
っ
た
が
、
高
齢
者
に
は

「
そ
ろ
ば
ん
が
楽
し
い
」

と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

目
標
だ
。
初
め
て
そ
ろ
ば

ん
に
触
れ
る
高
齢
者
に

「
そ
ろ
ば
ん
教
室
に
通
う

の
が
楽
し
み
だ
」
と
言
っ

て
も
ら
え
た
ら
い
う
こ
と

は
な
い
。

　

私
は
今
年
９
月
で
喜
寿

を
迎
え
た
が
、
せ
め
て
米

寿
ま
で
「
生
き
が
い
」
で

あ
る
そ
ろ
ば
ん
指
導
を
楽

し
ま
せ
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。

珠
算
指
導
者
講
習
会

魅
力
あ
る
そ
ろ
ば
ん
教
室

～
個
性
を
大
切
に
し
た
指
導
～

〈演題〉

こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ

れ
る
大
変
意
義
深
い
講
習

会
で
し
た
。

高
齢
者
の
そ
ろ
ば
ん
教
室

オ
ホ
ー
ツ
ク　

高
橋　

澄
夫お

詫
び
と
訂
正

　

全
国
珠
算
新
聞
第
6
7
3
号（
９

月
号
）
８
面
の
「
に
っ
ぽ
ん
支
部
め

ぐ
り
」
に
お
い
て
一
部
誤
植
が
あ
り

ま
し
た
。

（
誤
）
美
し
国
（
馬
氏
国
）

（
正
）
美
し
国
（
う
ま
し
く
に
）

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　全国珠算新聞第672号及び
連盟HPにおいて募集いたし
ました「キャッチフレーズ」
に全国から65点のご応募をい
ただきました。ご応募いただ

いた作品は、そろばんPRのた
め連盟のInstagram等に活用し
てまいります。たくさんのご応
募ありがとうございました。

キャッチフレーズ応募のお礼

埼
玉
県

宮み
や

﨑ざ
き　

亮り
ょ

羽う

高2
（17）

インターネットに潜むリスクを学ぶ

指導者として大切なことを学ぶ

Instagram
二次元コード
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※本頁は教場等でご活用ください。

答えは連盟HPの「新着情報（ニュース）」
を見てね！（11月中旬公開予定）

そろばんのチカラ 検　索

33回目のテーマは
『学芸会（学習発表会）』
まちがいが10コあるよ！

■
支
部
講
習
会
（
10
月
）

　

毎
年
10
月
に
開
催
し
て

い
る
珠
算
指
導
者
講
習
会

で
は
、
全
国
で
ご
活
躍
中

の
先
生
や
研
究
集
会
で
発

表
さ
れ
た
先
生
な
ど
旬
の

先
生
を
お
招
き
し
て
い
る
。

県
内
だ
け
で
な
く
隣
県
か

ら
の
参
加
者
も
多
く
、
毎

年
熱
の
こ
も
っ
た
講
習
会

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度

は
島
岡
成
紀
先
生
（
奈
良

県
）
を
お
招
き
し
た
。

■
福
岡
県
下
珠
算
競
技
大

会
（
３
月
・
12
月
）

　

県
内
の
珠
算
競
技
レ
ベ

ル
の
底
上
げ
と
生
徒
の
資

質
向
上
を
目
的
に
開
催
し

て
い
る
。
小
学
３
年
生
以

下
の
部
（
３
月
）
と
小
学

校
の
部
（
４
年
生
以
上
）

・
中
学
校
の
部
・
高
校
一

般
の
部
（
12
月
）
の
２
回

に
分
け
て
開
催
し
て
お
り
、

３
０
０
名
近
い
参
加
者
を

集
め
て
い
る
。
現
在
、
参

加
者
の
増
加
を
目
標
に
参

加
枠
の
見
直
し
な
ど
増
加

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
支
部
会
館

　

福
岡
県
支
部
会
館
は
昭

和
52
年
に
建
築
さ
れ
、
以

降
、
県
内
の
競
技
会
や
講

習
会
の
会
場
と
し
て
長
く

そ
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

全
国
の
中
で
も
か
な
り
広

い
会
館
で
あ
り
、
他
県
の

先
生
か
ら
も
う
ら
や
む
声

が
多
く
上
が
る
自
慢
の
会

館
で
あ
る
。
建
立
に
尽
力

さ
れ
た
諸
先
輩
方
に
感
謝

の
念
を
抱
き
つ
つ
、
今
後

も
大
切
に
維
持
・
活
用
し

て
い
き
た
い
。

　

福
岡
県
支
部
で
は
、
長
年
支
部
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
と
今
後
の
珠
算

界
を
担
う
べ
き
中
堅
・
若
手
の
先
生
が
互
い

に
協
力
し
あ
い
、
固
い
絆
で
結
ば
れ
た
良
好

な
支
部
運
営
が
で
き
て
い
る
。
今
後
も
、
支

部
会
員
の
増
加
や
若
手
育
成
な
ど
の
課
題
に

対
し
て
支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

H30×W160mm

～全国の支部をつなぐご当地リレー～

にっぽん支部めぐり

Vol.
3

3福岡県支部

＜そろばん＞
珠算五段
暗算七段
フラッシュ暗算七段
４才よりそろばんを始め 
６才で初段合格

そろばんそろばんとと書道書道
＜書道＞
６才より始め、 
日本書道教育学会半紙七段・
硬筆二段取得

　一つの道は全てに通じる！

　

今
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ

と
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
に
「
関
税
」
が
あ
り
ま

す
。
関
税
と
い
う
の
は
、

自
分
の
国
の
品
物
を
守
る

た
め
に
、
相
手
の
国
の
品

物
に
か
け
る
税
金
の
こ
と

で
す
。

　

日
本
は
江
戸
時
代
、
外

国
と
お
付
き
合
い
を
し
な

い
「
鎖
国
」
が
守
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
１
８
５
３

年
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
ペ

リ
ー
が
開
国
を
求
め
て

や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の

後
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

文
書
に
し
て
約
束
（
条

約
）
し
、
外
国
の
人
た
ち

と
行
き
来
を
し
た
り
貿
易

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
条
約
の
中
に
は
日
本

が
と
て
も
不
利
に
な
る
内

容
も
あ
り
ま
し
た
。
１
８

６
０
年
に
徳
川
幕
府
は
、

使
節
団
を
ア
メ
リ
カ
に
派

遣
し
ま
し
た
。
条
約
改
正

の
役
の
小お

栗ぐ
り

上こ
う

野ず
け

介の
す
けは

、

話
し
合
い
の
と
き
に
そ
ろ

ば
ん
を
使
い
ま
し
た
。

「
オ
グ
リ
は
懐
中
か
ら
不

思
議
な
お
も
ち
ゃ
を
取
り

出
し
た
。
竹
と
木
で
作
ら

れ
た
奇
妙
な
道
具
で
、
彼

は
そ
れ
を
パ
チ
パ
チ
と
音

を
立
て
て
計
算
し
、
あ
っ

と
い
う
間
に
答
え
を
出
し

た
。
魔
術
師
の
よ
う
だ
。」

　

当
時
の
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
の
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
こ
と
を
全
珠
連
学
術

顧
問
で
あ
っ
た
故 

藤
井

康
男
先
生
（
当
時
㈱
龍
角

散
社
長
）
も
著
書
「
江
戸

あ
き
ん
ど
の
智
恵
袋
」

（
１
９
９
３
年
）
の
中
で

書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
か

ら
１
６
０
年
以
上
前
に
、

初
め
て
そ
ろ
ば
ん
を
見
た

ア
メ
リ
カ
の
人
た
ち
は
驚

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
で
は
多
く
の
国
で
そ

ろ
ば
ん
が
学
習
さ
れ
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
算
術

書
で
あ
る
「
塵じ
ん

劫こ
う

記き

」

（
吉
田
光
由
著
）
発
刊
か

ら
ち
ょ
う
ど
４
０
０
年
に

あ
た
る
２
０
２
７
年
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
逆
賊

の
幕
臣
」
で
は
、
小
栗
上

野
介
が
主
人
公
で
登
場
し

ま
す
。

（
日
本
そ
ろ
ば
ん
資
料
館

名
誉
学
芸
員　

谷　

賢
治
）

関
税
と
そ
ろ
ば
ん

東京都　

宮
みや

下
した

 千
ち

緒
お

里
り

さん　8歳（小3）

◎�二刀流にあたり意識していること、工夫していること
　短い時間でも集中して楽しく取り組むことを意識しています。短い時間でも集中して楽しく取り組むことを意識しています。
　書道は、毎週土・日に家で練習しています。

◎今後の目標
　硬筆の方もがんばって昇段したいのと、珠算大会で優勝したい。硬筆の方もがんばって昇段したいのと、珠算大会で優勝したい。

◎�先生からひとこと（扇谷　直樹 氏）
　授業は休まず練習しています。「継続は力なり」このまま続けて練習に励み競技
大会でも活躍してほしいと思います。

全日本通信珠算競技大会（福岡大会）

福岡県下珠算競技大会（3月）

二刀流二刀流
集まれ キ！ ッズ

♫

♫
♫♪


